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芦 揮 峻

(9) 硫化水素,亜硫酸,チオ硫酸について

三朝温泉の25の泉水について,その硫化

水素含量を測定し,3ケについて チオ硫酸,

亜硫酸イオンを測定 した.三朝温泉は花覇岩

地帯汝に硫化水素は彼量である.その中で岩

演,中湯,山田直共同湯のみは外見と臭気よ

り硫化水素を含む事が認められる.

葦験方法 :数 ミリグラム1)ットル以下の硫

化水素を測定する際はメチレン青比色法によ

った.即ち氷と壇酸を入れた瓶に試水 を と

り,直ちに壇酸ヂメチルアミノパラフェニレ

ンヂアミンと壇化鋲を加-,数時間以上放置

後転準硫化水素色列と比色した.敷ミ1)グラ

ム1)ッT･}し以上の場合は過剰沃素に試水 を加

-,チオ硫酸ソーダで逆滴定 した.チオ硫酸,

東硫酸イオンはホルマ1)ン,グ1)セ1)ンを使

用するKurter)acke1.-Wollak法によった･

葦験成績 :泉水は午前と午後で白濁の張さ

が異る事がある.それらは入浴による窒素酸

化で硫黄が遊離する結果と思われるのでどの

It-IP/ i I_二∴ 二-‥~二∴ ~-.-1表･I-二_

3-1g./lであったが休日は白濁強 く8.3mg/tで

あった.岩場は同一場所に二つの滋泉 あ り,

〝硫黄泉〟と〝栄酸泉〟と呼解されてゐる･前

者は白濁強く後者は殆ど透明の事が多く雨着

ともに浴槽壁は三朝の他のものと異り黒 くな

ってゐる.後者は重米酸の意の誤 りで あ ら

う, (演村温泉にも同一場所に隣あって左右

で異る性状の源泉がある.)組成は 〝硫黄泉〟

も〝米酸泉/Jも殆ど同一である. 前者が硫化

水素10.6mg/～の時後者は6.8mg/～であっ

た.同じく三朝苗の共同湯である中湯は午前

11時に4mg/Jであったのが牛後6時には

:..崇.:'.Jl;r,三賞 ,I::'LI::I:1.:i:ユニ:F'rtl豊 t;I:,Ii,j三票 ご

黄析出の結果と考-られる.以上 3個所の泉

水でチオ硫酸,亜硫酸を測定したが極めて少

く,最大量としてもチオ硫酸イオン0.5mg/i,

亜硫酸イオン0.2Ⅰ-】g/lである.しか し3源

泉ともにチオ硫酸,東硫酸イオンが存在する

事は詳明された.以下硫化水素の11)ッTtル

中の ミl)グラム数を記す.測定月日は昭和25

年5月7日から11日の間である.

三 朝 甚

岩 藩 A 10.6

B 6.8

4.

0.6

0.05



つ

常

惇

共

郡

武

煙

三
速

禰

大

R
沿

償

大

省

溶

是

田

尾

館

省

層
橋

-

幅

生

同

軍

朝

信

O.
下

芦鐸 峻 :三朝泡泉の化学的研究 (9-15)

5

5

5

5

nU
､nU
′U
0

n
U
nU
′.U
nU

∩U
o

1

l

1

5

.り

0

0

o

nU
(U
nU
1

1
1

J.U
0

o

0
i

一U

rU
一U

.U

0

nU

ハU
0

(10) 批 素

洩泉の批素は主に酸性泉,練歩泉,明暮泉

で測定されている.三朝温泉の様な単純泉,

弱食壇泉については飴り測定されていない.

筆者は三朝温泉の厚生寮め揚lOlから,放射

性元素を水酸化垂掛こ吸着させ濃縮する等験を

行った際に,水酸化擬を酸化鍬 こ奨じる時に

批素らしき教かな臭素を認めたので,三朝温

泉の30東泉に就いて,批素の含有量を測定

した.

分析方法 :

Gutzeit放棄微量分析法の原王削こもとづき

行った.装置は圏の如し.実験操作は,温泉

水1又は2校 とL,･壇蝉 の第二鋳イオン
20111gを加え,アンモニアで僅かにアルカリ

性とする.加温壊 滅過し,批素を共沈させる.

水酸化鉄は稀壇酸に溶解し,水で稀樺し,感

化第一錫で織を還元後,6N硫酸5ccと棟酸

節-繊0.1gを加えて,50ccに稀樺し,装畳

内に注加する試験紙は溜紙を飽和昇嘉水に浸

し,6OoCで1時間乾燥後,上下南端 1cmづ

つ切持てた後2.5mlnX60mmに切 り用い
た.標準色は亜批酸にて作り,同様に署験後

程鴇色の著色部の長 さを測定 した･1乃至
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緒 言 :

1) 三朝温泉の25海兵につき硫化水素 含

有量を測定した.最高は岩湯の10･6mg/lで,

他の源泉は一般に極めて含有量が少く山田共

同湯,中湯,を除くと3mg/l以下であった･

放射能及び他の成分と硫化水素含有量との問

に特別な関係は認められなかった.

2) 岩湯,中湯,山関宮共同湯の-,3ヶ所に

於てチオ硫酸イオン及び亜硫酸イオンを葦喝

した. 前者は最高0･5mg/l後者は最高0.9

mg/lで何れも極めて微量に過ぎなかった.

含 有 量

1007まで測定される 分析法の詳細は,無機

化畢全書批素篇及びTreadwell分析書を参考

とした.



芦揮 唆 :三朝温泉の化学的研究 (9-15)
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即ち最高含有量は厚生寮の80ガ ンマーで

あった.山田群温泉は三朝群より,枇素を多

量に含有している.枇素含有量は温泉中の鈍

と閲聯 していると考えられる.三朝から1=ltI･.

程離れた花街岩中に硫批鋭敏が産出してし-ち

事は沸素と共に温泉が岩栗性の成因を有する

と考える際に好都合である･

結 言 :三朝の30源泉水に就いてその枇

素含有量を測定 し.2-80ガンマー l)ッ ト

ル (平均 24.7)の伯を得た.

(ll) 浴槽泉水の亜硝酸 イオ ン含有量

泉水の亜衝酸イオン含有量はその汚染度を

示す目安の-として使われている.

著者は三朝温泉の20温泉水に就き橡 めそ

の亜硝酸イオン含有量を測定し,大部分に於

て塩橋酸検出ができない状態にあることを確

め挺後,浴槽泉水の汚染が最も甚だしいと考

えられる日曜の夜に採水して再度由硝酸イオ

ン含有量の測定を行った.之等の浴泉の大部

分は温泉が浴槽底から自然に湧出している状

態にある.

衛温泉中に含まれる硫化水素が亜硝酸定量

の妨害をすることがわかったので妨害除去法

を工夫 し,満足な結果を得たから,あわせて

その方法を記載する.

〔試 薬〕

α-ナフチルア ミン 1g. スル ファニ ール酸

log,酒石酸89gよりなる混合粉 末 で あ る

G･R･試薬を使用 した.

試水20ccに封し上記試薬約0.2gを加え,

標準液と比色 した.

〔硫化水素の影響〕

三朝温泉中敷ヶ所の源泉水に1-10rngの

硫化水素が 11中に含まれている.亜槽醗N

o.51--g/lの定量を行う際に硫化水素の共存

が検出を妨害する程度は第 1表の如 くである

第 1表

IJiZSrrlg/l 】 101 5 1 1
凝析酸N検出量mg/i
誤 差 %

0.45

- 10

即ち硫化水素 1mg/‡以上の存在は亜稽酸 の

定量を明かに妨害する.



声揮 峻 :三朝塩見の化学的研究 (9-15)

〔硫化水素の妨害除去法〕

結晶群硬亜鉛0.6gを水に溶解 し, フェ ノ

ールフグレンを加え,此の溶液に呆酸 ソーダ

約1gを溶解した液を滴下 して紅色になるま
で加えろ.

試水の硫化水素含有量が lC)0mg/l以下の

時は,試水20ccに封 し上記果敢亜鉛懸濁液

lCeを加え,暫時放置後,比色管 に(,!･uR過 す

る.0.50mg/lv)塩橋酸Nを測定する際の本

法の威積を第2表に示す.

第 2表

HifS ll将/日 20 1 5()

NO2拾,rij量

訴差 /oi
0.5:i,0.51,0./19

+('･,+ 2,- 2)

0.･L-,0,().53
士 0,+ 6

標準液を互に比色してもj=5%程度の読みの

勤矧 ま認められるから上記の成績は妨害除去

法として十分満足できる方法であると思われ

ち.

〔三朝温泉瀬泉水並に浴槽泉水の亜槽酸

含有量〕

二期温泉20跡泉水の亜格段を上記の方法

で分析 した所,西藤館の0.02mg/～を除いて

は総て陰性の結児を得た.

次に日曜の夜採水 した浴槽内泉水の虚構酸

N含有量mg/lは第 3表に示す如 くであった.

( )内は汚染度の少い時期の成績である･

第 3表
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即ち最高は1.3111g/lであった.浴水(/')汚染

度の強い時に亜楠駿含有量が増加すると考え

られるから,浴者の単位時間内の人数,入浴

方法,換水量 (湧出量)等が閲係するであら

ラ.潜水の潤濁度と並硝酸イオン含有量との

閥に特別の関係は認められなかった.

山田湧,中湯は株揚と共に共同浴場であっ

て夜入浴者の数が均すと粕嘗浴水の汚染があ

るものと想放せられるが,その東碑酸IV濃

度は案外に低かった.第 3表中11T】g/J以上

の硫化水素を最近謹明した温泉は岩湧,中湯

及び山田湯である.

(12) ラ ジ ウ ム E に つ い て

洩泉中の RaEの研究は現在知られていな

い.併しポTl-ウムの存在が確言せられてい

るからその母腔の RaEの存在 も'謡然考 え

られるので三朝温泉に於てその測 定 を試 み

た,

分析法の原理

温泉水よL)通常な操作によL), RaEを抽

HJtL,ガイガ-ミエラー計数器でべ-タ線を

測定する.別に Ra･Eを慎準液から抽 出 し

その計測値を用いて試料の Ra･E を求める.

分析法及び結果

ラドンを常に150マツ-以上含有する三朝

温泉山門匡共同揚の泉水2日に-臭素水を加

え,硫化水素を分解後,過剰を亜硫酸ソーダ

で脱色 し,10% クエン酸 ソ-ダ2ccとビス

マス0,1mgを加え,分液 ロー71にと L),ヂ

チゾンの幽魂化炭素溶液で抽出した,抽出液

を3×4cm2の滅紙片上で蒸発し,硫酸紙に

て包み,セルロイド管で計数管にとりつけて

測定 した･探水後最初の20分後に-は約3OO

c/mであるが5時間後には完全に消失 し,そ

の半減期は約 60分で,主にラジウムB,C等



声揮 竣 :三朝法泉の化撃的研究 (9--15)

にもとづくものと思われる.ラジウムHと思
われるものは測定されなかった.研究所分茎

の湧からは I､ロン及びラドンの約 6(1マ ツ-

が検出されていろ 浴用水3OOtをとL),5OT

につき餓 100mgを加え, か性ソーダで水酸

化鋲を沈澱させて,R･qFJの濃縮 を試みた.

この中には多量の珪酸及び炭酸カルシウムが

含まれた.沈澱物を溶解し,ビスマスを5川g

加え, 硫化物を沈澱させて測定するに,Ra

B,RaGを検出 したのみで RaE も ThB

も検出されなかった.山門匪共同揚 25Olを

使用して同様に操作し,ビスマス3ユー唱を加

え,硫化物を沈澱させて,3回再沈澱後,衣

化し,3×4e】112に硫駿紙上に糊着けし乾燥

後,セルロイド管で計数管にとりつけ測定す

るに,第 1園の様な減衰曲線を示した.この

際にはJhEが比較的他 より長寿命である

第1囲 m Eの測定曲線

山EEl共同洛 2501 1.6×1017g/lRa.E
c/m

day

ので普通の目盛のグラフ用紙を用いた.試水

25Olを鹿理するに,6時間を要 した･第1

回の計数値は1分間に30(Iであったが,24時

間後には約140になり, r1111Bによ7J減衰曲

糠は殆ど消失 した,共役はRiLEの5nの

牛滅朋をもって正しく減少した.自然計数億

は1分閥に15-18であった.念のため30

時間後に,再沈澱して,REt･の混入の恐れを

除いたが,この影響は認められなかった.こ

L7)曲線を外挿すると,1分間に140ケの計数

値を輿える. Ii<qEの唐土勘こは.両島揮石IEE

郡 ぐ通約石川山)野木揮井戸上にて採集せる,

モナズ石を用いた.このモナズ石は2×1(lー9

g/gの li(TLを合有す ろ.lh1に封する Rtl

ljの平衡量は,7.9×101''である.モナズ石

0.25gを濃硫酸5eGと熟し,溶解濃過後,ど

スマス3mgを加え.硫化物を沈澱 させ,3

回沈澱後慎準試料とした.はじめの計数値は

ト1)ウム系元素によるので,3日後よL)の億

を求めた.3日後は10OC/nlであり,それか

らは正 しく5日の平城朝で減少するので,外

挿によって,最初の計数値を求めると,4×

1016gRaEは1分間に15ケの計数値を輿

える.この他よE)温泉中の RaEの値を求め
ると1.6×1017g/i(2×1012Gurieunits/T)

RaEとなる. 又 ト1)ウムBを概算すろと,

約 1018g/Jの桁で存在する事になる,この泉
水からは黒n博士等は トロンを検出出来なか

った.

結 言 :三朝温泉山田直共同湯25Olを使

用し.ガイガ-ミニーラ丁計数器によって

]taEを検出した. その含有量は11中1.6

×10-17g/i(2×10~12Gul'ie/i)に相常した.
同瀕泉水の ト1)ウムB含有量を同時に推

定 し凡そ10-J8g/i(loll:Cllriellnit/l)の桁に

あることを認めた.

(13) トリウムB及びラジウムBについて

温泉中のい)ウムBについては黒Ert博士,

横山畢士が増富鍍泉について測定 され てい

ち.即ちTb13の壊壁生成物のα放射能をロ

-1)ツェン験電誰を使用して･LrllJ定し,梗準と

しては同額泉の或る泉水を用いて,TllX を

ThBの平衡に道政遺して用いている. 筆者

はThBをヂチゾンの凶壇化炭素溶液で抽

出後,ガイガーミニ-ラ-計数器をもって,

ThBよl)生じる填撃物のβ線で測定し, そ

の慎準にはモナズ石からの rrhB を使 用 し



芦揮 唆 :三朝温泉の化学的折究 (9-15)

た.京大木村博士等は之等と猫立に池田鎖泉

の沈澱物に於て 日)ウム系元素の放射能がラ

ヂサム系元素の放射能よL)もはるかに弧いこ

く= 〉一心 N

く= )-Bl1-芸

C3=S

とを認め, トtlンの腎畢的の意義について言

及している.'llhBの牛減期は10.6時間,

JhBは26.8分,lhGは19.7分である.
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RaBについては,壇富,池田再録泉及び

三朝温泉について,黒靴 横山両氏の報告があ

る.その測定法は試水を注射署針こ一定時間密

閉保存し,ラドンの壊撃生成物を生成 させ,

通常な時間を隔てて,測定mで蒸著し,球速

薄膜の放射能を.,-1)ッェ ン験電器で測定

し,壌肇曲線よL)liaBを求めている. この

際試水は少量しか使用 されず約5cc程度 で

あり.従って弱い放射能泉には不適常であっ

た.筆者はrrhBの際と同様に, RiヽHをヂ

チゾンで抽出して,ガイガー計数管で検出を

試みた.本法は.1-1)ッェン験電器によるよ

りも感度がよく,叉計数値は正確に曲線を作

画せしめる.又測定も容易である.

測定法及び結果

試水1叉は2gを,分液 ロー トにと り,柿

化水素を酸化するために,臭素水 を5cc加

え,後-Ei蘭 酸ソ-グ溶液で過剰を脱色し,迅

速に3LIoC以下に冷却する.次いで10%ク

エン酸ソーダ5ccと,5%シアンカリ液5cc

分

Th.B,Ra.B)/12

＼.ノ
色赤′l＼

＼

~
/

＼
/
_
＼

及び鉛507を加え,約0.01%のヂチゾンの

匹7割 ヒ炭素溶液を5ccづつ加えて.坂主'T--RH'抽出

する.紘色のヂチゾンは鉛と反臆 して赤色に

なる.この方法によって容易に鉛の85%以

上が抽出される..Lli乗 るだけ完全に抽出後,

抽出液を合 し,第 1固Aの如き長方形の源紙

片を電熱板上で熟 しつつ抽出液を滴下し,塗

風 し迅速に四連化炭素を蒸篭せ しめる.又は

抽出液が20ccを越える際は, アルカ1)性の

クロマ トグラフ用アル ミナを0.2g槽子管に

つめたものに吸引しつつ,抽出液 を諸過 す

第 1固

(A)

第 2 固

(C) A:Sample

Celluloidtube

420



芦揮 峻 :三朝法泉のイヒ撃的折究 (9- 15)

る.約0･1g以下のアルミナに放射性部分は

全部吸着される.これを乾燥 し,硫酸紙で包み

糊着けし3×4(ll-12に展げて,Aの滅紙片の
際と同様になし,第 1囲 Bの如きセルロイド

管を用いて,計数管にG園の様にまきつける.

アルミナの量は0.2gになってもβ線の計数

値は挙動しない,採水後測定迄に要する時髄

は15分乃至20分間である.

この様にして行った測定佃 ま第2園の曲線

である.rlllBは大悟旅館, 略構OITIR･泉

からのみ検出された. この泉は泉温37-4=O

oGで1,ロンの世界最高含有量の数百マツ-

が黒別和犬博士によって報ぜられ叉最近筆者

及び筋藤信房博士等によって_ラジウムの日

本最高含有量の 1.18×10'lg/gの沈澱物が

尊兄された･ このTll,Bの計数値を外挿する

と1分間に60である.

標準としての rllhBは次の様にして作製し

た.幅島粁石川山産のモナズ石粉末0.25gを

濃硫酸5ccで虚flP.後,諸過し,壊速は10%

腰酸アンモンの酸性液で紬.Lji洗推 し,浦液に

10%酷酸アンモン20cc加 え,鉛 1mgを加

えて.硫化鉛を沈澱させ,3回再沈澱 した.

このモナズ石は 1･リウム8.8%含有する.こ

れより平衡しているとして, 計算 し,ThB

を求めると,1gのモナズ石は7×101･7gの
ThBを含有する事になる. これ よi)ガイガ

ーミニーラ-計数-a.riによる計数値を測定する

に,1分刷に4=佃の計数値は3×101月grnl13

に相恩する.従って 0.T･R･泉の 60(A//I-1は

4.5×1017g/lrrhliに相嘗する.

REtB'JT割については, RELGとの分離は

殆ど完全に行われているはヂであるが,牛滅

期は殆ど全部が60分でRaB固有の半減期

27分を示していない. これらについての検

討とRilBの絶到量其他は特報に報菖する譲

受であるが,ラドンの多い泉程, RaB分割

の含有量も多い様な傾向が見える.

結 言 :

温泉水からヂチゾンの匹l壇化炭素溶液で

rl'hB及びRaBを抽出し, ガイガ- ミュー

ラー計数器を用いて,声放射能 を測定 した.
一つの泉では ThB4=.5×1017g/i(6.3×

10~lJCmiell/t)を示した,

(14) トロンの皮膚からの吸収及び浴室内空気

の トロ ンに つ い て

トロンの皮膚からの吸取については大島良

雄博士が トロン泉の入浴に関して生物畢的に

闘接に説明した.筆者及び斎藤信房博士は現

在世界最強と宿されるトロン泉から,最近モ

ナズ石と殆ど同じ放射能の弧さを持つ沈澱物

を費見した.この沈澱物の放射能の約/11分は

Tl1)ウム系による.筆者は発きの大島博士の

閥接的な謹明の裏付けをする目的をもっ て,

モナズ石粉末を用いて,直接 トリウム系元素

の放射能を追跡してみた.

トFlンの皮膚からの吸収

ttZンが皮膚から吸収されるとすれば, Tl

ロンの半減期は54.5秒であ り,攻の'llhA

も0.14秒であるので,ThBが皮下に生成誇

明されるであらうと想像される. そしてrHl

Bは10.6時冊の11･=減期を持っているので,測

定には極めて好都合である.これを利用して

実験した.-ツカネズミを同定器で同定 し,

背部に約 10gのモナズ石竣漬粉末を塗布 し,

3ElllurJ放置後,FH.氷るだけのモナズ石粉末を

落した後,充分水洗し,皮を削ぎ,内臓は捨

てて,筋肉と骨を皮膚の薄皮と共に,ルツポ

中で焼化した.呆化した衣 を磨辞 し,約 12

eI112に展げ,硫酸紙に糊着けし,乾燥後,囲

筒状に巻いてセルロイド管を用いて,ガイガ

ーミニーラー計数管にとりつけて測定 した.

モナズ石末1日虚埋したものには全 く放射

能が認められなかった.3日虚理した後のも



芦津 唆 二三朝温泉のイヒ撃的研究 (9-15)

のは,放射性淑 (モナズ石)分離後,自然計

測値をさし引して2時間で1分間に10, 3

然計数伍は15-17であったが,その動稀は

大きくないので,上述の計測値は小さいが,

偶然の動稀とは考えがたい.又測定他が時と

共に減少した事からして放射性汝の混入によ

る借でない事もわかる. 即ちこれは大盤 Tb

Bの填撃によるものと考えられるので トロン

が蚊膚から吸収された事が推定される

浴室内墨寅の トロンについて

三朝温泉の浴窒内墨束のラドン含有量の測

定は報薯されているが,トロンの存在につい

ては報普されていない.筆者は,ラドンが強

くて トロンの測定が困難で,従来 ttlンが検

出されていない山田直共同湯の浴室内容嘉の

放射能が,どの程度にあるものかを確かめる

ために,操僻的な茸験を行ったの で報 肯 す

る.浴槽よL)1米以上離れて,約20米の亜

鉛曳き鋳線をはり廻 ぐらし,蓄電池で50V･

の電邸を加えて,3時間放置した.後とりは

づLて,電線を碑酸で洗准後,鉛を5mg加

え,硫化物として沈澱させて,とりはづして

から,1時間後にガイガーミニーラー計数管

を用いて測定した.その値は第 1表の如し･第 1表
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この裏から,最初はREt系が認められ,3時

間後はRa系は壊襲しつくして,Th系のみ

となっている.これからして,浴窒内容気に

T･ロンが存在したことは確賢であると思われ

る.併しトロンは短寿命 な故に,茸際には

'llhBを含む水滴及び ト.]ンが浴窒内容気に

存在するのであらう.

結 言 :

1) ThBを追跡することによって, トロ

ンの皮層からの吸取を讃明した.2) 純粋の

ラドン泉と考えられていた温泉の浴室内容気

からト1)ウム系の放射能を謹明した.

(15) 塩 泉 中 の放 射 性 元 素 の臆 用及 び

ラ ジ オ ト リ ウ
●

況兼中の放射性同位元素で, トJ/-サ-と
して利F目され得る可能性あるものは,鉛及び

ビスマスの同位元素である RaB,Rae,

R呈tE,rllh13であらう.筆者は三朝温泉に

ついて,これらが分析化嬰の研究に,トレー

サーとして貫用的な償値があるかを試みたの

で報告する.使用した ものは RaB及びTh

Bであった.

1)●1'LfLBによるヂチゾンクロマT･グラ

フ法の検討

徴量の東_鉛をヂチゾンで抽出し,アルミナ

でクt]マ トグラフ分析を行う時に,鉛が共存

ム に つ い て

しても,たとえばそれが数十ガンマー共存で･

ち,gPJ.鉛の数ガンマーの定量に際して妨害を

輿えず,又鉛がアルミナに吸着される鴇か,

諸液に現われない現象がある,併し賓際上は

亜鉛の史量に鉛は妨害 しなかったが,鉛の挙

動は不明であった.共故に砧鉛と鉛の行動を

確かめる目的で,次の様な葦験を試みた.

温泉水としては普研究所の泉水 を使 用 し

た.泉水 11に,臭素水20cc,10%亜硫酸

ソーダ10cc,10%酒石酸ソーダ5Ce,鉛50

7,10%KCN2ccを加えて,0.2%ヂチゾ

1/四壁化炭素溶液で抽出した.抽出せる四連



芦揮 唆 :三朝温泉の化拳的研究 (9-15)

化米菓掛 こはRaOが含まれてないはづであ

ち.別に東鉛のヂチノン錯壇を調製しておい

て,上記のRaBを含む液を混合して,直ち

にPE9のア7t,ミナで吸着し, 〆.,pホルム

で展開し,クロマ トグラムを作らせる.通常

に展開したら,切断,分離し,アルミナを展

げて,ガイガーミニーラー計数器 で測定 し

た.その結果は第1表及び第1園の如し.温

泉水のヂチゾン匹l壇化呆素抽出液の減衰-は,

第2表の如し. RaGについては今少し考慮

すべきであるが,本 目的には差支えない.

0.1gのアルミナに,四塾化炭素抽出液 を吸

着せしめると,凶塾化米素のみなら完全に吸

着 し,滅液及び酸化生成物,コバル ト,ニッ

ケルの部分には放射能は現はれない.以上の

第 1表

蒜蒜 ~ル ,F O
m ...i..;......;..;..................;......i...i:;==========｣ん

● ∴ ･ ･･

Co,Cx

コバ ル ト,カルボ
ヂ ア ブン珊分

紫 ,安色

四盟化炭素
ク ロロホル
ム盲渡波

第 2表

抽Ltl後 25分筏,塩泉水 11

分
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賛助から筆者のヂチゾンクロマトグラフ分析

法の亜鉛定量に際して,鉛は妨害しない事が

裏書きされる.

2) ThBによるべ-パークpマトグラ

フの検討

(A) rllhBを含む温泉水21に, 鉛を50

7加えて,RaBの際と同様に して, ヂチノ

ンで抽出し,溜紙上で蒸渡後,衣化し,棉酸

に溶解した.数時間後に,L鎖及び銅を, 約

0.1-0.5mg加え,溶液の酸度及び容積を

調節し,滅紙片の下端に滴下し,水のみで豹

2団の様な方法で展開した.数糎上昇後黄血

第 2固

盛で頼色した.鋲と銅の二つの部分に分離す

る.それぞれを切取って,ガイガーミニーラ

ー計数器で測定 した.計数値は試水 1gで1

分間に約50である.鉛がこの程変に彼 量 の

際は錫の部分に90%以上含まれる事が確 認

された.

(B) 鏑と鉛とについて_L記同様に虎雄 し

て水で展開した.茸血塊で顧色し,肉眼的に

は鋳のみと試められる青色の部分と,白色の

鉛の部分とに分離して,測定するに,鉛 の

4〔1%は鎖の部分に含まれた.叉同様にしてブ
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クノール50cc,氷酷酸 15cc,水35ccの展

開溶媒で行った時は,30%の鉛が銭 の部 分

に見出された.これらに使用した定性滅紙は,

100平方糎につき687の鋲を含有 した.

3) 吸着用アルミナによるRaB,Gの

吸着

クロマ トグラフ用pH8のアル ミナ0.2g

杏,tl温泉水11に4OoCで加 えて,5分間時

撹々拝 しつつ放置後,濃過 し,アル ミナの部

分と藩液の放射能を,β線について測定 し

た.計数値は浦液 100, アルミナ280で泉水

中の,P放射性元素の約70%はこの虚理で 吸

着される事になる.これはRaB,TiaG と考

えられる.パームチットでは吸着が確認出求

なかった.

4) ラジオ トT)ウムの槍刑法

黒靴 横山両氏は噂富鎮泉のラジオ ト1)ウ

ムの測定に際して,水酸化鋲で共沈後,硫酸

バ1)ウム,硫化物虞理を行って,第三族のみ

として後,その放射能の増大をローワッエン

験電器で測定している.筆者は温泉沈澱物中

のラジオ ト7)ウムの測定を,ガイガーミニー

ラー計数器で行ってみた.

弟 3固 D

A:Al箔 と鋼皿
B:セル ロ イ ド

a:試 料 皿
D:電 転

試料粉末の 一五三量を秤取 し,アル ミニウム

の皿に-桟に展げ,銅板の電極上に置き,節

3圏の様に,試料皿の上に孔のあいた絶縁用

のセルロイト板を置き,その上にアルミ-ユ

ウム箔を置 く.ロー1)ッェン験電器で測定す

る際には,直径2.5cmの銅の平皿を置いた.

バネを置き,銅極と結ぶ.電昼は5OV･又は

1仲Ⅴ･を使用した. 放置時間は10時間乃至

2日間であった. 同一試料を位置の興る皿に

入れて電贋の不等な分布による差を見 たが,

差は得られなかった.試料をアルコールで庭

理 して平滑な表面にした際は,垂試料を同一

虚理 しなければならない.

ルミニウム箔え

比例 している･測5'ri方法は,沈簡'したアル ミ
ニウム箔を切取 り,硫酸紙に包み,計数管に

巻きつけて測定 した,最初の部分の強いラジ

ウム系の放射能は, p-1)ッェン験電器でcE

線で桧糾された,この方法によって,三朝温

泉シ0･rll･R･のマンガン沈澱物の ラジオ ト1)

ウムを測定した結児を第 3表に示す.これに

使用した封Jrp'.のモナズ右は ト1)ウム8.8%を

含むので,平衡量から計算すると,O･rll･RL

の沈澱物中には RdTh:2×101】g/g, Th

X:1× 10-13gl/gを含有する事になる.叉こ

の沈澱物の放射能の約半分 はTh系である.

池田鋳塊4能泉,揚地温泉4既泉,有馬新温

泉,三朝温泉桧原の湯等の沈澱物には,この

方法によってRdThを検出 しなかった.但

しこれに使用した試料は全て6ケ月以上放置

されたものである.

第 3 表

ThBi RllB



CHEMICAL STUDIES ON MISASA HOT SPRING. (9 - 15)

By

TAKASHI ASHIZAWA.

(9) ON THE HYDROGEN SULFIDE, SULFITE
AND THIOSULFATE CONTENTS.

Hydrogen sulfide content in 25 thermal waters in Misasa was examined. The
maximal content was 10.6 mg per liter. 'rhe hydrogen sulfide content seemed to
be smaller when the thermal water looked white and turbid than when it lookecl
transparent.

In three spring waters sulfite and thiosulfate ion content was determined.
The maximal content of the former was 0.5 mg per litcr, that of the latter 0.2 mg
per Ii tel'.

(10) ARSENIC CONTENT.

AI'senic content of 30 thermal waters in l\fisasa was investigated. The result
ranges from 0.002 to 0.080 mg per liter.

(J 1) NITRITE ION CONTENT OF THE THERMAL
BATH WATERS.

As hydrogen~ sulfide in mineral waters inhibits the colorimetric determina­
tion of nitrite ion the author devised a method to remove its di~tBl'13f1,nee, using
. b' ·\'Ui-~Y'.t:eYei.l~ezInc car onate suspenSlOn. L) v

Nitrite ion content of 20 spring waters were measured with G-It-reagent.
And in only one sample 0.02 mg nitrite N per liter was determined. Next, 19
thermal bath waters were investigated with above mentioned method.

Samples were taken on the sunday evening, when maximal pollul ion of watel'
was expected. All the bath examined does not belong to the one for individual
use. Three of them were public bath. Thermal waters JJNli~ out from the
botom of most of the above mentioned baths. And maximum 1.3 mg per liter
nitrite N was detected. The nitrite ion content of the public baths were low
contrary to expectation.

(12) ON THE RADIUM E CONTENT.

Radium E was extracted with carbon tetrachloride solution of dithiwne from
250 liters of thermal water of" YAl\IADA-KU-KYODO·YU" and the radioactivity
of its evaporated residue was measured with Geiger.MULLER counter.

It was eC]llivRlent to 1.6 X 10-17 gil. (2x10-12 Curie units/ I·)
In the same procedure Thorium B content was estimated to be about tlw

order of 10-'18 gil. (IX 10-12 Curie units / I.)



(13) ON THORIUM B AND RADIUM B CONTENT.

Radium B and Thorium B were investigated in ten thermal springs using

dithizone chromatograph and Geiger-MULLER counter.

In "Ohashi's Spring" 4.5 X 10-j7 gil Th. B was determined.

(14) RESORPTION OF THORON THROUGH THE
SKIN AND THE THORON CONTENT OF THE

AIR OF BATH ROOM.

A thermal sinter deposit with a radioactivity equivalent to monazite was

found in Misasa. Then using monazite as radioactive source the author proved

chemically that thoron passes through the skin, Th B was p~rslll.d-s on this

occasion.

The decay products of thoron were detected in the air of a bath room with

strongly radioactive spring.

(15) APPLICATION OF RADIOACTIVE ELEMENTS IN
THERMAL WATERS AS TRACER IN CHEMICAL
RESEARCH AND RADIOTHORIUM CONTENT OF A

SINTER DEPOSIT.

Natural radioactive element,s, such as Radium B and Thorium B in thermal

waters of Misasa, were ap'p~d as tracer. 'Vith this method the lluthor investi­

gated the behavior ofP1J:llmlH in the dithizone" chromatographic determination

of zinc and in the paper chromatography of iron llnd copper with several develop­

ing solvents.

He also studied the llbsorption of Radium B and Radium C in thermal W[l,ter

by the adsorbent alumina.

Rlldiothvri11ll1 in a sinter deposit of Misasa was measured with <1eiger-J\fiil!er

counter. It contained 2 X 10-JI g / g Radiothorium and 1 X 10-13 g / g 'fhoriull1 X


